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4 部門別の取組方針
基本目標を達成するための「沿岸漁業」、「養殖業」、「沖合漁業」、「加工・流通」の
４つの部門別に目指す姿と主な取組

１ 沿岸漁業

目指す姿Ⅰ 浜と地域の生産力を支える収益性の高い魅力ある経営体の育成

（主な取組）

①漁業者に対して、関係機関が連携して指導・支援を行
う体制を整備【養殖共通】

②所得向上に必要な機器整備や活動への支援
【養殖共通】
③漁船漁業と貝藻類養殖の組合せ等による経営の多角化
への支援【養殖共通】

④漁船漁業の省エネ・省コスト対策の推進
⑤収益性向上に繋がる新技術導入の推進や既存技術の改
良・普及

⑥雇用型漁業への支援強化
⑦水産経営に係る支援体制の充実【養殖共通】
⑧ブルー・ツーリズムや６次産業化の取組推進

目指す姿Ⅱ 浜と地域の活力再生と漁業就業者の確保・育成

（主な取組）

①漁協職員・県職員・市町職員の経営指導力の強化
②漁協指導体制の強化による強い経営体づくりの推進
③「浜の活力再生プラン」を県内全域で作成し、取組の
具体化を推進

④流通など広域で取り組むべき課題を内容とする広域版
「浜の活力再生プラン」の作成と具体化を推進
⑤地域を支える浜のリーダーの育成
⑥組織再編等による漁協経営基盤の安定強化
⑦経営不振漁協の財務改善

⑧「離島漁業再生支援交付金」の更なる有効活用
⑨現役漁業者の離職防止対策
⑩安全操業と海難防止【養殖・沖合共通】
⑪漁業種類に応じた技術習得研修の拡充
⑫幅広い年代にわたる漁業就業者の確保・育成
【沖合共通】
⑬水産業の魅力などを伝える授業や体験学習の実施
【養殖・沖合共通】
⑭海洋エネルギー産業との連携による地域の活性化

目指す姿Ⅲ 漁業者自らが率先し実践する資源管理と漁場の高度利用

（主な取組）

①漁場の高度利用を目指した漁業許可等の有効活用
②漁業者による資源管理計画の推進【沖合共通】
③放流魚の生息環境や経済性を重視した種苗放流技術の
確立と実施

④悪質・広域化する密漁の撲滅に向けた漁業取締の実施

漁業取締船「おおとり」
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目指す姿Ⅳ 総合的な漁場づくりと漁港や浜の環境整備の推進

（主な取組）

①活動組織の育成・強化と藻場造成等の推進
②浮魚礁等による漁場づくり
③赤潮や有害生物等の対策と沿岸環境の保全
④高齢者や女性、新規漁業就業者が働きやすい漁港づく
り

⑤災害に強い漁業地域づくり（災害発生時における水産
物の流通体制確保のための計画策定）

⑥ FRP漁船の廃船対策の推進

２ 養殖業

目指す姿Ⅰ 収益性の高い生産体制の構築

（主な取組）

①養殖魚の高品質化と養殖業の協業化・省コスト化の推
進

②クロマグロ人工種苗量産技術の開発等による完全養殖
技術の確立

③高品質真珠の養殖技術開発
④需要に見合った生産体制の確立による経営の健全化
⑤経営安定対策の推進

目指す姿Ⅱ 新魚種の組み合わせや輸出に対応した魚づくり

（主な取組）

①市場価値が高い魚種の養殖技術確立と導入による経営
安定化

②新たな養殖手法の導入による経営の安定化
③他産地と差別化し、特色を生かした売れる魚づくり

目指す姿Ⅲ 赤潮・魚病被害の対策や安全安心な生産物の供給体制の確立

（主な取組）

①赤潮や魚病被害の防止・軽減対策の推進 ②安全・安心な養殖魚介類の供給体制の確立

養殖クロマグロの出荷
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３ 沖合漁業

目指す姿Ⅰ 収益性が高い操業・生産体制への転換と国際的資源管理の推進

（主な取組）

①漁業構造改革の推進【沿岸共通】
②魚市場や加工場の衛生管理体制の構築等【沿岸共通】

③東シナ海等における水産資源の保存・管理措置の確立

目指す姿Ⅱ 将来を担う人材の確保・育成

（主な取組）

①労働環境の改善と安全性の向上
②将来にわたり安定的な操業を行うための人材確保

４ 加工・流通

目指す姿Ⅰ 魚食普及と流通促進による地域内消費の強化

（主な取組）

①家庭等の内食や「長崎県の魚愛用店」に代表される飲
食店等の外食など、あらゆる食の場面での県産魚利用
促進

②県産水産物の地域内流通の強化

目指す姿Ⅱ 選ばれる、売れる商品づくりによる大消費地の販路拡大

（主な取組）

①大消費地の嗜好に対応した売れる商品づくりの推進
②生産・加工・流通を担うグループの形成推進

③消費者の求める健康志向を捉えた商品づくり
④産直販売など流通コスト削減の取組推進

目指す姿Ⅲ 相手国ニーズを捉えた商品開発による輸出促進

（主な取組）

①ニーズに合った魚づくり・安定供給体制づくり
②輸入規制対応や衛生管理体制等の充実
③航空便等輸送ルートの確保
④輸出拡大に対応した販路の確保・拡大

漁業就業支援フェア

中国での商談会


